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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第３四半期連結
累計期間

第62期
第３四半期連結
会計期間

第61期

会計期間
自平成21年１月１日
至平成21年９月30日

自平成21年７月１日
至平成21年９月30日

自平成20年１月１日
至平成20年12月31日

売上高（千円） 79,444,974　 26,392,103 100,626,832

経常利益（千円） 682,720 160,606 1,187,534

四半期（当期）純利益（千円） 408,421 101,287 880,426

純資産額（千円） － 5,049,260 4,726,113

総資産額（千円） － 23,253,307 27,313,449

１株当たり純資産額（円） － 545.08 505.54

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
48.16 11.94 103.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 19.9 15.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
1,875,709 － 922,954

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△234,891 － △205,696

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△1,696,106 － △1,190,417

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 2,207,095 2,271,377

従業員数（人） － 427 415

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

EDINET提出書類

木徳神糧株式会社(E02934)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 427 (336)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除いており、グループ外から当社グループへの

出向者は含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託契約及び契約社員を含み、派遣社員を

除いております。）は、（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 162 (102)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除いており、社外から当社への出向者は含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託契約及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。）は、（　）内に

当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

米穀事業（千円） 12,261,966

食品事業（千円） 840,046

合計（千円） 13,102,013

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

米穀事業（千円） 10,010,304

鶏卵事業（千円） 1,377,161

食品事業（千円） 506,341

飼料事業（千円） 804,994

合計（千円） 12,698,801

　（注）１．金額は仕入価額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

　該当事項はありません。
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(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

米穀事業（千円） 21,809,837

鶏卵事業（千円） 1,504,189

食品事業（千円） 2,077,966

飼料事業（千円） 1,000,109

合計（千円） 26,392,103

　（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の

とおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

日本デリカフーズ協同組合 3,624,773 13.7

㈱イトーヨーカ堂 3,476,307 13.2

４．米穀事業の内容は次のとおりであります。

区　　分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

精米 玄米 その他 計

数量
構成比（％） 70.9 29.1 － 100.0

トン 63,627 26,056 － 89,684

売上高
構成比（％） 71.8 28.1 0.1 100.0

千円 15,653,9086,133,38122,54721,809,837

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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４【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、昨年来の世界的な金融不安が実体経済に深刻な影響を及

ぼしているなか、在庫調整の進展等を背景に景気の下げ止まりが見られるものの、設備投資意欲の低迷、雇用・所

得の不安による個人消費の減退等により依然厳しい状況が続いております。

当社グループが属する米穀業界は、平成21年産米の作況が98（やや不良）となりましたが、米穀卸会社の平成20

年産玄米在庫が高水準にあること、消費者の節約志向が強まるなか、小麦価格の大幅な値下げを背景にパンや麺類

に比べ米消費が鈍化していることから、経営環境は厳しさを増しております。　

このような環境のなか、当社グループの主力事業である米穀事業においては、卸会社間の玄米販売が依然低調で

ありますが、ミニマムアクセス米取扱いの増加や新規取引先開拓の進展等により精米販売数量が増加し、売上高は

前年同期より増加いたしました。また、鶏卵事業や飼料事業における利益率の改善や全社的なコストダウンが進展

したことから、食品事業の主力である鶏肉販売の採算悪化、米穀事業の利益率低下をカバーし、営業利益は前年同

期を上回りました。しかしながら、急激な円高により為替差損等が発生したため、経常利益、四半期純利益が前年同

期を下回りました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は売上高26,392百万円（前年同期比6.8％増）、営業利益221百万円

（同13.4％増）、経常利益160百万円（同6.3％減）、四半期純利益101百万円（同11.5％減）となりました。　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①米穀事業 

米穀事業につきましては、ミニマムアクセス米取扱いの増加や新規取引先開拓の進展等により、売上高は

21,809百万円（前年同期比11.7％増）となりました。消費者の節約志向に対応すべく小売各社が低価格商品

の販売を拡充したこと、卸会社間の販売競争激化に伴う利益率の低下等により、営業利益は314百万円（同

5.0％減）となりました。

②鶏卵事業 

鶏卵事業につきましては、鶏卵相場は前年同期を大幅に下回りましたが、業務用向けの販売を強化したこと

から、売上高は1,504百万円（前年同期比7.6％減）、営業利益は36百万円（同73.1％増）となりました。　

③食品事業

食品事業につきましては、もち米等の販売数量の減少、鶏肉相場の大幅な下落等により、売上高は2,077百万

円（前年同期比14.3％減）となりました。また、食品加工部門の収益改善が進展したものの、主力である鶏肉

販売の採算が大幅に悪化したことから、営業利益は14百万円（同61.0％減）となりました。

④飼料事業 

飼料事業につきましては、販売数量の拡大に努めたものの、穀物等原料相場が大幅に下落したこと等によ

り、売上高は1,000百万円（前年同期比11.8％減）となりましが、新規取引先の開拓、新規商材の取扱いを強化

したことから、営業利益は62百万円（同37.1％増）となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

64百万円の減少となり、当第３四半期連結会計期間末では、2,207百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間の営業活動の結果獲得した資金は、1,875百万円となりました。これは主に仕入債務

の減少2,376百万円に対し、税金等調整前四半期純利益654百万円、売上債権の減少2,362百万円、たな卸資産の減少

1,075百万円、賞与引当金の増加147百万円があったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の投資活動の結果使用した資金は、234百万円となりました。これは主に有形固定資産

の取得による支出150百万円、貸付けによる支出95百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間の財務活動の結果使用した資金は、1,696百万円となりました。これは主に長期借入

れによる収入500百万円に対し、短期借入金の減少334百万円、長期借入金の返済による支出1,025百万円、社債の償

還による支出782百万円があったこと等によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。   

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,530,000 8,530,000
㈱ジャスダック

証券取引所

単元株式数

1,000株

計 8,530,000 8,530,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年７月１日 

 ～

平成21年９月30日

－ 8,530 － 529,500 － 331,500

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

　　

EDINET提出書類

木徳神糧株式会社(E02934)

四半期報告書

10/25



（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

①【発行済株式】

平成21年６月30日現在

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
 普通株式　　

　
49,000 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 8,411,000 8,411 －

 単元未満株式
 普通株式　　

　
70,000 －

１単元（1,000株）

未満の株式

 発行済株式総数 　　　　　　 8,530,000 － －

 総株主の議決権 －  8,411 －

  

②【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は

名称
 所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％） 

 木徳神糧㈱
東京都江戸川区西

瑞江2-14-6
49,000 －  49,000 0.58

 計 －  49,000 －  49,000 0.58

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

 
２月

 
３月

 
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

最高（円） 374 348 345 359 385 395 392 453 410

最低（円） 325 310 313 329 333 361 360 380 385

　（注）　最高・最低株価は、株式会社ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、ＳＫ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,254,402 2,335,410

受取手形及び売掛金 7,692,055 10,060,502

商品 2,021,543 2,358,451

製品 617,630 236,395

原材料 1,088,622 2,201,767

仕掛品 468,938 471,921

貯蔵品 94,117 115,468

繰延税金資産 170,587 158,128

未収入金 88,579 138,105

その他 258,967 335,457

貸倒引当金 △11,598 △3,351

流動資産合計 14,743,845 18,408,257

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,739,719 2,860,934

機械装置及び運搬具（純額） 1,103,324 1,232,316

土地 2,957,521 2,957,521

その他（純額） 58,247 45,352

有形固定資産合計 ※1
 6,858,813

※1
 7,096,125

無形固定資産

ソフトウエア 33,076 24,346

その他 44,733 30,526

無形固定資産合計 77,809 54,872

投資その他の資産

投資有価証券 887,153 1,049,269

長期貸付金 7,503 30,480

長期前払費用 13,856 24,313

繰延税金資産 4,602 4,815

その他 776,651 775,286

貸倒引当金 △116,928 △129,971

投資その他の資産合計 1,572,838 1,754,193

固定資産合計 8,509,461 8,905,191

資産合計 23,253,307 27,313,449
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,988,044 6,392,209

短期借入金 8,199,140 8,550,514

1年内償還予定の社債 749,200 799,200

1年内返済予定の長期借入金 1,095,812 1,270,680

未払法人税等 272,121 115,067

賞与引当金 292,875 145,849

その他 1,303,125 1,850,231

流動負債合計 15,900,318 19,123,753

固定負債

社債 375,100 1,107,800

長期借入金 1,313,857 1,664,399

繰延税金負債 501,365 564,133

退職給付引当金 30,380 26,937

負ののれん 1,456 16,285

その他 81,570 84,027

固定負債合計 2,303,729 3,463,582

負債合計 18,204,047 22,587,336

純資産の部

株主資本

資本金 529,500 529,500

資本剰余金 331,500 331,500

利益剰余金 3,859,396 3,506,869

自己株式 △18,812 △18,599

株主資本合計 4,701,583 4,349,269

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7,755 59,587

繰延ヘッジ損益 △20,129 △76,403

為替換算調整勘定 △51,401 △45,073

評価・換算差額等合計 △79,286 △61,888

少数株主持分 426,963 438,732

純資産合計 5,049,260 4,726,113

負債純資産合計 23,253,307 27,313,449
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 79,444,974

売上原価 74,398,602

売上総利益 5,046,372

販売費及び一般管理費 ※
 4,290,493

営業利益 755,878

営業外収益

受取利息 4,866

受取配当金 12,681

不動産賃貸料 46,471

負ののれん償却額 14,829

その他 60,224

営業外収益合計 139,072

営業外費用

支払利息 181,512

不動産賃貸費用 14,067

デリバティブ評価損 188

為替差損 576

その他 15,885

営業外費用合計 212,229

経常利益 682,720

特別利益

貸倒引当金戻入額 7,208

関係会社事業損失引当金戻入額 11,595

その他 1,011

特別利益合計 19,815

特別損失

固定資産売却損 1,932

固定資産除却損 4,646

投資有価証券評価損 9,898

貸倒損失 10,291

貸倒引当金繰入額 14,430

その他 6,487

特別損失合計 47,686

税金等調整前四半期純利益 654,849

法人税、住民税及び事業税 316,946

法人税等調整額 △71,606

法人税等合計 245,340

少数株主利益 1,088

四半期純利益 408,421
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 26,392,103

売上原価 24,764,928

売上総利益 1,627,174

販売費及び一般管理費 ※
 1,406,049

営業利益 221,125

営業外収益

受取利息 1,250

受取配当金 3,083

不動産賃貸料 15,623

負ののれん償却額 3,955

デリバティブ評価益 △12,225

為替差益 △28,622

その他 13,855

営業外収益合計 △3,080

営業外費用

支払利息 50,376

不動産賃貸費用 5,111

デリバティブ評価損 188

為替差損 576

その他 1,185

営業外費用合計 57,438

経常利益 160,606

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,730

その他 438

特別利益合計 7,168

特別損失

固定資産除却損 416

投資有価証券評価損 8,510

貸倒引当金繰入額 △534

その他 1,181

特別損失合計 9,573

税金等調整前四半期純利益 158,201

法人税、住民税及び事業税 98,959

法人税等調整額 △41,442

法人税等合計 57,516

少数株主損失（△） △601

四半期純利益 101,287
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 654,849

減価償却費 401,390

負ののれん償却額 △14,829

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,143

賞与引当金の増減額（△は減少） 147,025

事業損失引当金の増減額（△は減少） △11,595

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,442

受取利息及び受取配当金 △17,547

支払利息 181,512

固定資産売却損益（△は益） 1,932

固定資産除却損 4,646

デリバティブ評価損益（△は益） 188

投資有価証券評価損益（△は益） 9,898

貸倒損失 10,291

売上債権の増減額（△は増加） 2,362,220

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,075,022

仕入債務の増減額（△は減少） △2,376,126

その他 △284,269

小計 2,152,194

利息及び配当金の受取額 16,240

利息の支払額 △174,940

法人税等の支払額 △152,920

その他の収入 46,471

その他の支出 △11,336

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,875,709

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 16,578

有形固定資産の取得による支出 △150,489

有形固定資産の売却による収入 2,068

無形固定資産の取得による支出 △18,755

投資有価証券の取得による支出 △46,403

投資有価証券の売却による収入 82,000

出資金の回収による収入 2,000

貸付けによる支出 △95,558

貸付金の回収による収入 37,414

その他 △63,746

投資活動によるキャッシュ・フロー △234,891
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △334,994

長期借入れによる収入 500,000

長期借入金の返済による支出 △1,025,410

社債の償還による支出 △782,700

自己株式の処分による収入 94

自己株式の取得による支出 △306

配当金の支払額 △42,402

少数株主への配当金の支払額 △10,387

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,696,106

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △58,435

現金及び現金同等物の期首残高 2,271,377

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

24,925

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △30,770

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,207,095
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更

（1）連結の範囲の変更

　　第１四半期連結会計期間より一番保険サービス㈱について四半期純損益及び利益

剰余金等からみて四半期連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、且つ全体として

も重要性がなくなったため、連結の範囲から除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数

　10社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産 

　　米穀事業の商品・原材料については、従来、先入先出法による低価法、その他のたな

卸資産については主として先入先出法による原価法によっておりましたが、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９

号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として先入先出法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により

算定しております。

　　この変更による損益への影響は軽微であります。

（2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

　　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告

第18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　　この変更による損益への影響はありません。 

（3）リース取引に関する会計基準の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期

連結財務諸表から適用することができるようになったことに伴い、第１四半期連結

会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減

価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

を採用しております。

　　これによる損益への影響はありません。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引及びリース料総額が3,000千円以下の企業の事業内容に照らして重要性の乏し

い所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四
半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に
よっております。
また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて簿
価切下げを行う方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資
産及び繰延税金負債の算定方
法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、
且つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度に
おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によってお
ります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 
 

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

 
 

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１

 　

 

 ２

　有形固定資産の減価償却累計額は、10,702,149千円

であります。

　

　保証債務

　下記関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、

債務保証を行っております。

東洋キトクフーズ㈱ 140,754 千円

木徳九州㈱ 556,097 

備前食糧㈱ 1,455,705 

アンジメックス・　キ

トク有限会社 
45,506 

合計 2,198,063 

※１

 

 

 ２

　有形固定資産の減価償却累計額は、10,357,263千円

であります。 

　

  保証債務

　下記関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、

債務保証を行っております。

東洋キトクフーズ㈱ 162,500 千円

木徳九州㈱ 727,390 

備前食糧㈱ 1,688,720 

合計 2,578,610 

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

運賃荷役料 1,672,160千円

給料及び手当 1,095,965 

減価償却費 67,608 

賞与引当金繰入額 176,156 

退職給付費用 35,712 

　

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

運賃荷役料 545,033千円

給料及び手当 364,252 

減価償却費 24,488 

賞与引当金繰入額 48,463 

退職給付費用 10,661 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

　

（平成21年９月30日現在） 　

現金及び預金勘定 2,254,402千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △47,306 

現金及び現金同等物 2,207,095 

 

　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　8,530,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　   49,904株  

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。  

４．配当に関する事項　

 (1) 配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年３月25日

定時株主総会
普通株式  25,442  3 平成20年12月31日 平成21年３月26日利益剰余金

 平成21年８月13日

取締役会
普通株式　 16,960 2平成21年６月30日　

平成21年９月28日　

　　
利益剰余金　

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

　末後となるもの。

　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）  

 
米穀事業
（千円）

鶏卵事業
（千円）

食品事業
（千円）

飼料事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売

上高
21,809,8371,504,1892,077,9661,000,10926,392,103 － 26,392,103

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
445,631 5,395 56,254 － 507,281(507,281) －

計 22,255,4691,509,5842,134,2201,000,10926,899,384(507,281) 26,392,103

営業利益 314,981 36,961 14,523 62,741 429,208(208,082) 221,125

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品・商品

(1）米穀事業…………業務用精米、家庭用精米、玄米、加工米飯用米等

(2）鶏卵事業…………家庭用卵（一般卵・特殊卵）、業務用卵

(3）食品事業…………鶏肉、加工食品、米粉等

(4）飼料事業…………飼料  

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

 
米穀事業
（千円）

鶏卵事業
（千円）

食品事業
（千円）

飼料事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売

上高
65,468,9634,730,8106,281,2342,963,96679,444,974 － 79,444,974

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,542,45616,329 139,409 － 1,698,195(1,698,195) －

計 67,011,4194,747,1396,420,6442,963,96681,143,169(1,698,195) 79,444,974

営業利益 1,061,512118,833 55,208 178,4381,413,993(658,114) 755,878

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品・商品

(1）米穀事業…………業務用精米、家庭用精米、玄米、加工米飯用米等

(2）鶏卵事業…………家庭用卵（一般卵・特殊卵）、業務用卵

(3）食品事業…………鶏肉、加工食品、米粉等

(4）飼料事業…………飼料

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年９月30日） 

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。
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（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年９月30日） 

デリバティブ取引の当第３四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末と比較して著しい変動があ

りません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 545.08円 １株当たり純資産額 505.54円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 48.16円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 11.94円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益（千円） 408,421 101,287

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 408,421 101,287

期中平均株式数（千株） 8,480 8,480

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連

結会計年度末と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

平成21年８月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………16,960千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………２円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成21年９月28日　

　　（注）　平成21年６月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行ないます。

　

EDINET提出書類

木徳神糧株式会社(E02934)

四半期報告書

23/25



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月11日

木徳神糧株式会社

取締役会　御中
 

ＳＫ東京監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 江部　安弘　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　圭寿　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている木徳神糧株式会社の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、木徳神糧株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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